
第
30
回

第30回 論文・プレゼンテーション

69

2 0 1 2 年 度

第30回　インテリアコーディネーター資格試験

二次試験　論文・プレゼンテーション

課 題 用 紙

（試験時間　180分）
（2012年12月９日実施）

（試験上の注意）
１�．最初に課題用紙が１綴，解答用紙が１枚および下書き用紙（課題Ⅰ用，課

題Ⅱ用）がそれぞれ１枚ずつあることを確かめ，不足があれば速やかに挙手
し，試験監督に申し出てください。

２�．受験票は机の上に出しておいてください。
３�．答案は鉛筆で記入してください（万年筆，ボールペンは不可）。
４�．試験中は直定規，三角定規，円定規，三角スケール，コンパス，消しゴム，

字消し板，色鉛筆（12色以内），鉛筆削り，製図用ブラシおよび筆記用具（鉛
筆・シャープペンシル）以外のものは使用を禁じます。したがって，円定規
以外の型版（テンプレート）は使用できません。

５�．受験番号と氏名を必ず解答用紙に記入してください。
６�．試験内容の問合せには一切お答えいたしません。
７�．試験開始60分後から試験終了５分前までの間は，途中退室することができ

ます。中途退室する方は，手をあげて合図をし，試験監督に解答用紙を手渡
して，静かに退室してください。

８．試験終了前の５分間は退室できません。
９．課題用紙および下書き用紙は持ち帰ってください。
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解答にあたって
　課題Ⅰプレゼンテーションおよび課題Ⅱ論文の各設問の解答にあたって，未記入の解答欄が生じないよ
うに，時間配分に注意してください。

［課題Ⅰ　プレゼンテーション］
「木造戸建住宅のLDKのインテリアコーディネート」
　木造の戸建住宅を計画中の40代の夫婦（小学生の子供２人）から，図−１に示すLDKのインテリア
コーディネートを依頼された。下記の条件により依頼主に説明するためのプレゼンテーション資料を作成
しなさい。

１．空間の条件

　◦平面および開口部の形式・位置・寸法は図−１に示すとおりである。
　◦�壁の破線部分には開口部を任意に設定することができるが，破線部以外の開口部の形式・位置・寸法

は変更できない。
　◦内装制限は考えなくてよい。
２．依頼主の要求条件

　　⑴　LDK全体への要望
　　　◦ワンルーム形式のオープンな空間とする。
　　　◦部屋の北側にキッチン，南側にリビングの空間を設ける。
　　⑵　キッチンへの要望
　　　◦�シンクを備えた作業カウンターは，対面式とする。ほかにIHコンロを備えた作業カウンター，

食器収納，冷蔵庫などを適切に配置する。
　　　◦北側の壁の適切な位置に，窓（W800mm）を設ける。
　　　◦東側の壁の適切な位置に，勝手口（W750mm）を設ける。
　　⑶　ダイニングへの要望
　　　◦ダイニングテーブルは，普段の食事は４人だが来客時には６人が座れるようにする。
　　　◦ダイニングテーブルは，シンクを備えた作業カウンターと接するように配置する。
　　　◦東側の壁の適切な位置に，出窓（W1500mm）を設ける。
　　⑷　リビングへの要望
　　　◦西側の壁の適切な位置に，収納棚（W1800×H1200mm）を置く。
　　　◦�この収納棚には，薄型テレビ（W900×H600×D250mm），ビデオレコーダー，書籍，その他を

入れるオープン棚および小物を入れる引出しを設ける。
　　　◦５人がゆっくりくつろげるように，ソファー（３人掛け）とイージーチェアを配置する。
　　　◦東側の壁の適切な位置に，窓（W1500mm）を設ける。
　　⑸　その他の計画
　　　◦ウインドートリートメント，照明器具について計画する。
　　　◦インテリアグリーンなどを配置する。
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設問−1 　インテリア平面図の作成

　解答欄１に，LDKの平面図を作成し，依頼主にインテリアのイメージを伝えるために，色鉛筆で着彩し
なさい。開口部の形式と寸法を図面の外側に記入すること。家具については寸法表示の必要はないが，名
称を記入すること。また収納家具については，扉の開閉記号も記入すること。天井面に照明器具がある場
合は破線で図示すること。床の仕上げ材を記入すること。

設問−2 　インテリア立・断面図の作成

　解答欄２に，図−１に示した切断位置（A−A）から矢印の方向を見たLDKの立・断面図を作成しなさい
（着彩はしなくてよい）。天井高と開口部の高さ寸法を記入すること。家具などのインテリアエレメントを
表現し，キッチンの作業カウンターと収納棚は寸法も記入すること。壁と天井の仕上げ材を記入すること。

設問−3 　リビングに置く収納棚のアイソメ図の作成

　解答欄３にリビングに置く収納棚のアイソメ図を作成し，主要な寸法を記入しなさい。テレビおよびそ
の他の収納物は概略図で表現し，必要に応じて引き出し線を用いて文字で説明すること。（着彩はしなく
てよい）

図−１　平面図（S＝１：100）
・部屋の寸法は，壁の内法押さえとしている。
・ハッチング部分は計画対象外


